
岩
手
県
陸
前
高
田
市
は

７
年
７
ヶ
月
前
の
東
日
本

大
震
災
で
甚
大
な
津
波
被

害
を
受
け
た
場
所
で
す
。

被
災
地
の
現
状
と
実
態

に
つ
い
て
、
陸
前
高
田
市

の
藤
倉
泰
治
市
議
か
ら
案

内
を
受
け
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
最
上

階
に
上
が
り
、
眼
下
に
津

波
を
受
け
た
市
街
地
を
一

望
。
津
波
で
押
し
流
さ
れ

た
人
家
や
車
な
ど
、
が
れ

き
だ
ら
け
の
光
景
が
今
で

は
周
辺
部
の
山
か
ら
運
ん

だ
土
で
、
高
さ

ｍ
の
盛

11

土
を
し
た
造
成
地
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

「
ア
バ
ッ
セ
た
か
た
」

等
の
商
業
施
設
や
、
併
設

し
て
公
立
図
書
館
も
建

ち
、
周
辺
部
の
高

台
に
は
市
民
の
新

し
い
住
宅
団
地
が

造
成
さ
れ
て
い
ま

す
。「

高
齢
者
に
と

っ
て
の
高
台
移
住

は
、
交
通
の
便
が

課
題
と
な
っ
て
い

る
」
と
の
話
。
市

民
の
要
望
で
あ
っ

た
県
立
病
院
も
高

台
に
再
建
の
上
で
再
開
さ

れ
、
地
域
医
療
を
支
え
て

い
ま
す
。

今
後
は
小
学
校
や
市
役

所
も
新
た
に
建
設
さ
れ
る

と
聞
き
ま
し
た
。

「
が
ん
ば
っ
ぺ
し
」
を

合
言
葉
に
、
い
ま
も
陸
前

高
田
の
市
民
が
復
興
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

震
災
当
時
に
庄
内
産
直

セ
ン
タ
ー
で
仲
間
と
一
緒

に
、
米
な
ど
の
支
援
物
資

を
携
え
被
災
地
支
援
を
行

っ
て
い
た
菅
井
巌
市
議
は

５
年
ぶ
り
の
訪
問
と
な

り
、
「
被
災
地
を
忘
れ
な

い
、
忘
れ
て
い
け
な
い
こ

と
だ
と
実
感
し
た
。
災
害

復
興
の
教
訓
を
学
ぶ
事
が

で
き
ま
し
た
」
と
の
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
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「
災
害
復
興
」「
町
民
全
体
で
福
祉
」に
教
訓
学
ぶ

日
本
共
産
党
市
議
団
視
察
報
告
②

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
が
９
日
～

日
に
岩
手
・
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秋
田
両
県
で
行
っ
た
行
政
視
察
の
報
告
を
、
前
号
に
引

き
続
き
掲
載
し
ま
す
。

秋
田
県
藤
里
町
は
白
神

山
地
の
麓
に
位
置
し
、
人

口
３
３
０
０
人
、
高
齢
化

率

・

％
で
全
国
２

46

18

位
、
年
間
出
生
数
も

人
10

程
の
過
疎
の
町
で
す
。

こ
こ
で
は
社
会
福
祉
協

議
会
の
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

引
き
こ
も
り
者
支
援
「
こ

み
っ
と
」立
ち
上
げ

藤
里
町
福
祉
協
議
会
は

職
員
数

人
で
、
社
会
福

47

祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員

・
介
護
福
祉
士
等
の
資
格

保
有
者
が
多
く
働
い
て
い

ま
す
。

原
点
は
昭
和

年
、
秋

55

田
県
が
「
一
人
の
不
幸
も

見
逃
さ
な
い
運
動
」
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
事
業
を
開

始
。
藤
里
町
で
は
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
を
発
信
し
２
０
０

５
年
「
福
祉
で
町
づ
く
り
」

を
合
言
葉
に
地
域
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
推
進
事
業
を
実

施
。
原
因
探
し
で
は
な
く
、

福
祉
職
（
弱
者
支
援
で
は

な
く
町
民
全
員
が
対
象
者

の
観
点
を
重
視
）
だ
か
ら

出
来
る
引
き
こ
も
り
者
の

支
援
と
し
て
「
こ
み
っ
と
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

了
解
を
得
た
「
生
活
困

難
者
」
へ
、
通
信
の
配
達
、

各
事
業
へ
の
誘
い
、
求
職

者
支
援
事
業
等
の
誘
い

（
パ
ソ
コ
ン
等
操
作
訓
練
、

就
労
訓
練
、「
こ
み
っ
と
」

バ
ン
ク
と
し
て
の
地
域
活

動
等
）
の
情
報
提
供
を
常

に
行
い
、
誰
も
が
集
ま
れ

る
場
所
と
し
て
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
る
こ
と
で
、
町
民

全
体
を
巻
き
込
ん
だ
福
祉

体
制
を
独
自
に
作
り
出
し

て
い
き
ま
し
た
。

「
こ
み
っ
と
」
で
は
、

お
食
事
処
で
の
調
理
・
白

神
ま
い
た
け
キ
ッ
シ
ュ
・

こ
み
っ
と
う
ど
ん
等
、
独

自
商
品
の
製
造
販
売
を
行

い
、
仕
事
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

成
功
例
に
繋
が
っ
た
要

因
は
、
治
療
と
し
て
の
サ

ー
ク
ル
活
動
で
は
な
く
、

地
域
で
実
施
す
る
活
動
を

情
報
提
供
し
、
一
歩
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
瞬
間

を
逃
さ
ず
、
自
分
自
身
を

生
か
す
働
き
を
手
助
け
で

き
た
こ
と
に
あ
り
ま
し

た
。

人
づ
く
り
・
仕
事
づ
く

り
・
若
者
支
援
も

２
０
１
５
年
、
引
き
こ

も
り
支
援
は
新
た
な
展
開

迎
え
、
福
祉
の
立
場
か
ら

地
方
創
生
に
乗
り
出
し
ま

し
た
。

人
づ
く
り
事
業
と
し
て

「
プ
ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
」
の

働
き
方
登
録
、
仕
事
づ
く

り
事
業
で
は
「
根
っ
こ
ビ

ジ
ネ
ス
」
や
「
伝
統
の
味

シ
リ
ー
ズ
」
、
若
者
支
援

で
は
「
藤
里
町
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
町
外
に
発
信
、

産
業
支
援
構
想
で
は
「
チ

ー
ム
跡
継
ぎ
」
を
発
足
し

活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

総
合
支
援
事
業
「
ま
ち

自
慢
ク
ラ
ブ
」

２
０
１
７
年
か
ら
は
総

合
支
援
事
業
が
試
行
さ

れ
、「
ま
ち
自
慢
ク
ラ
ブ
」

を
発
足
し
、
毎
回
町
民
が

講
師
と
な
り
多
く
の
町
民

が
通
っ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
限
界
を
感

じ
た
時
、
「
共
生
保
障
」

の
考
え
方
を
知
り
、
主
体

は
町
民
が
基
本
で
あ
り
、

町
民
が
住
ん
で
い
て
好
い

町
で
あ
る
な
ら
ば
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
人
を
呼
び
込
む

こ
と
が
出
来
る
と
の
信
念

を
持
ち
、
地
方
創
生
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
修
後
、
藤
里
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
プ

ラ
チ
ナ
バ
ン
ク
登
録
者
の

山
菜
作
業
を
見
学
。
彼
女

は
「
第
２
の
人
生
毎
日
や

る
こ
と
が
あ
っ
て
本
当
に

面
白
い
。
や
め
ら
れ
な
い
」

と
笑
顔
で
自
慢
げ
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

藤
里
町
の
本
格
的
な
引

き
こ
も
り
者
支
援
と
福
祉

体
制
に
学
び
、
本
市
で
も

市
民
が
住
ん
で
い
て
好
い

町
と
自
慢
で
き
る
取
り
組

み
に
生
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

藤倉泰治陸前高田市議から復興工事状

況の説明を受ける日本共産党市議団



キ
ッ
ズ
ド
ー
ム
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
Ｉ
の
内
覧
会
が

日
行
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わ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
内

に
作
ら
れ
た
キ
ッ
ズ
ド
ー

ム
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ
は
、
コ
ン

セ
プ
ト
を
「
遊
ぶ
・
創
る
」

と
し
、
親
子
連
れ
家
族
を

対
象
に
室
内
遊
具
施
設
と

な
っ
て
お
り
、
鶴
岡
市
が

施
設
整
備
費
に
対
し
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
内
２
階
の
「
遊

ぶ
」
エ
リ
ア
は
、
円
形

状
の
斜
面
で
滑
り
台
や

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
等
が
で

き
、
網
目
状
の
迷
路
等

の
小
学
生
エ
リ
ア
と
、

小
さ
な
滑
り
台
等
を
揃

え
た
幼
児
エ
リ
ア
が
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
人
の
怪
我
人
が
出

た
小
学
生
エ
リ
ア
は
、

安
全
に
配
慮
し
改
善
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

１
階
の
「
創
る
」
エ
リ

ア
に
は
、
制
限
な
く
使
え

る
豊
富
な
工
作
用
具
（
カ

ラ
フ
ル
テ
ー
プ
・
絵
具
・

画
用
紙
・
ビ
ー
ズ
・
モ
ー

ル
・
折
り
紙
等
）
、
木
工

用
品
（
木
材
・
段
ボ
ー
ル

・
く
ぎ
等
）
や
用
具
（
グ

ル
ー
ガ
ン
、の
こ
ぎ
り
等
）

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の

最
新
機
材
が
置
か
れ
、
興

味
を
そ
そ
る
品
揃
え
で
し

た
。料

金
設
定
は
、
鶴
岡
市

民
は
会
員
に
な
る
と
５
０

０
円
の
割
引
が
あ
り
、
約

３
０
０
０
人
の
会
員
を
見

込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

料
金
設
定
の
説
明
で

は
、
学
童
保
育
所
と
の
料

金
比
較
が
さ
れ
、
「
学
童

保
育
所
は
子
ど
も
の
安
全

対
策
や
信
頼
性
、
子
ど
も

同
士
の
関
係
づ
く
り
や
勉

強
時
間
の
確
保
、
生
活
環

境
と
し
て
の
居
場
所
で
あ

り
、
遊
び
場
だ
け
の
Ｓ
Ｏ

Ｒ
Ａ
Ｉ
と
の
料
金
比
較
は

あ
ま
り
に
も
無
責
任
だ
。」

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

休
日
の
利
用
者
は
多
く

見
込
め
る
も
の
の
、
平
日

の
利
用
者
の
動
向
に
不
安

が
残
り
ま
す
。

菅
井
市
議
・
山
田
市
議

・
長
谷
川
市
議
・
坂
本
市

議
が
内
覧
会
に
出
席
し
ま

し
た
。

櫛引庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
10月18日入札分

・市道松根羽黒線防護柵設置工事
不調

土木課入札結果（ ）内は予定価格
10月18日入札分

・市道三千刈成沢線（大杉橋）道路改良工事（黒川地内）（入札3業者）
(株)王祇建設 15,400,000円（15,712,000円）工期～31/3/22（落札率98.01％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
10月18日入札分

・市都市公園施設長寿命化対策工事その2（朝暘町地内ほか）（入札4業者
うち1業者辞退）
(株)誠朋建設 11,300,000円（11,573,000円）工期～31/3/8（落札率97.64％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月22日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区黒瀬・西荒川第2ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟほか改良工事
（その２）（羽黒町黒瀬ほか地内）（入札4業者うち2業者辞退）
山形空調(株) 62,300,000円（63,143,000円）工期～31/3/25（落札率98.66％）
・市公共下水道事業 汚水1I040-1号ほかﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新設工事（湯田川地内
ほか）入札5業者うち1業者辞退）
日栄産業(有) 83,313,000円（85,449,000円）工期～31/3/25（落札率97.50％）

10月18日入札分
・市特定環境保全公共下水道事業 小堅浄化センター給水工事（堅苔沢地
内）（入札1業者）
松田工業(株) 1,420,000円（1,420,000円）工期～31/1/18（落札率100.00％）

10月15日入札分
・市集落排水事業 羽黒中央地区猪俣新田第１ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟほか改築設計業
務（羽黒町猪俣新田ほか地内）（入札10業者）
ブレンスタッフ(株) 6,150,000円（6,340,000円）期間～31/3/25（落札率97.00％）
・市流域関連公共下水道事業 汚水02－055－01号～02－001－03号移設工
事(藤島地内)（入札3業者）
阿部コンクリート(株) 4,850,000円（4,993,000円）工期～12/14（落札率97.14％）

坂
本
ま
さ
え
ブ
ロ
ッ
ク

後
援
会
は

日
、
「
加
茂
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の
古
道
を
散
策
す
る
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
心
配
さ
れ
た
雨

も
朝
に
は
上
が
り
、
秋
晴

れ
と
な
り
ま
し
た
。

加
茂
古
道
を
研
究
し
て

い
る
升
川
繁
敏
さ
ん
か
ら

案
内
と
説
明
を
頂
き
な
が

ら
、

人
の
参
加
者
が
散

13

策
し
ま
し
た
。

加
茂
は
船
運
が
盛
ん
な

江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大

正
初
め
頃
は
酒
田
に
次
ぐ

物
流
拠
点
と
し
て
栄
え
、

加
茂
坂
峠
古
道
は
重
要
な

商
業
道
路
で
あ
り
、
未
だ

研
究
中
で
発
掘
中
の
石
碑

の
一
部
を
特
別
に
見
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
や
は

り
案
内
人
が
い
る
と
分
か

り
や
す
く
興
味
を
持
っ
て

散
策
で
き
た
」
「
天
気
に

も
恵
ま
れ
登
り
や
す
く
、

山
田
ブ
ロ
ッ
ク
議
会
報

告
会
が

日
、
山
王
神
社

16

社
務
所
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

は
じ
め
に
関
と
お
る
県

議
、
山
田
市
議
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
９
月
議
会
の
特
徴
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら

「
避
難
訓
練
が
あ
り
、
５

メ
ー
ト
ル
浸
水
す
る
の
で

マ
リ
カ
ま
で
逃
げ
て
と
言

わ
れ
た
が
、
遠
く
て
避
難

で
き
な
い
。
」「
介
護
認
定

の
場
に
い
た
が
、
そ
の
人

の
立
場
に
立
っ
て
い
な
い

場
面
が
見
受
け
ら
れ
た
」

「
今
後
積
極
的
に
住
民
が

関
わ
る
福
祉
施
策
が
必

要
」
な
ど
、
多
く
の
意
見

や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
「
議
会
の
様
子

や
地
域
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
っ
た
。
継
続
し
て
報
告

会
を
開
い
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
の
声
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

て
登
っ
て
み
た
い
」
「
加

茂
の
地
元
で
さ
え
知
ら
な

い
事
が
学
べ
て
有
意
義
だ

っ
た
」
と
の
声
が
届
き
ま

し
た
。

の
ん
び
り
１
時
間
半
の

散
策
と
、
い
ろ
は
食
堂
で

の
昼
食
会
で
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

昔
の
石
碑
が
近
い
も
の

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
最
初
の
登
り
は

辛
か
っ
た
が
丁
度
い
い

散
策
だ
っ
た
」
「
中
学

生
の
頃
加
茂
ま
で
歩
い

て
遠
足
で
行
き
、
現
在

は
最
も
便
利
に
な
っ
た

が
、
昔
は
険
し
い
道
だ

っ
た
こ
と
に
ビ
ッ
ク

リ
。
加
茂
が
栄
え
た
時

代
が
あ
っ
た
こ
と
に

も
。
ま
た
時
期
を
変
え


